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平成 15 年 11 月 19 日から 21 日の三日間に渡って京都大学付属図書館、総合博物館にお
いて京都大学技術職員研修（第 28 回）が開催され受講した。 









二日目の 20 日は、技術職員の技術（研究）発表で持ち時間 30 分で 5 件の発表が行われ、



















平成 15 年度京都大学技術職員研修（第 28 回）に参加して 
 





























































京都大学技術職員研修（第 28 回） 
清水 博樹 
 
京都大学技術職員研修（第 28 回）の研修が 11 月 19 日～21 日に京都大学付属図書館の
AV ホールで行われ、今回は防災研究所から私をふくめて 3 人研修に参加しました。 
全体講義では、｢技術と特許｣についてで、私には無縁なものですが、特許申請するのに
面倒な手続きとかなりの費用がかかるものだと思いました。｢労働安全衛星法｣については、
安全管理者や危険防止者を指名されても、事故や災害が起こったとき、すべての責任がそ
の人にかかってくるのはどうかとおもった。｢宇宙の彼方を見る巨大な眼｣は、質問のコー
ナーで宇宙のはての話になり、それは光の速度位で膨張しているのでとらえきれないとか 
しまいには宗教的なは話になり，結局、未だにはっきりと解明されてないのだろう。 
｢大学で作る児童用理科教材｣では、講義された先生が面白くお話されていちばんリラッ
クスして聞けました。 
施設見学での京都大学総合博物館は、一度見学したいと思っていたところで実際見学し
てなかなか見ごたえのあるもので、特に興味をもたされたのは、いつの時代の物かどうか
忘れましたが、かなり大きな京都の地図が何点か掲げてありました。それは見ごたえのあ
る物でした。 
技術討論会は私にとって一番苦手なことでした。三つのテーマから選ぶのですが，学生
が実験室で汚染土や薬品を使用しているので環境問題を選択しました。そしてその内容と
いいますと、各地の工場からでる汚染土や焼却灰をセメントとまぜて何日か養生して固め
て強度を測ったり、またその汚染土の溶出成分を検出します。また，山砂などに砒素やカ
ドミウム、クロム、鉛などの試薬を使い，いく種類かの濃度で分け、それぞれセメントと
混ぜ固めて何日か養生し、どれだけ溶出するかを計測します。 
その際、厄介なのは実験後のその試料の処分です。そのときの使用した防塵マスクやゴ
ム手袋，ポリ容器、ペーパータオル，ろ紙、スポイド等は廃棄物業者にひきとってもらい、
ポリ容器内にたまった溶液はポリバケツなどにあけて気長に天日干しにして蒸発させて何
とか処理しています。しかし実験したあとの、そして広口ビンのなかに試薬で浸透させて
いた試料の残骸はそこらに捨てるわけもいかず、この大量の試料をいちいち洗浄すること
もできず、また産廃業者のかたもひきとってもらえません。しかたなくポリバケツに保管
して廊下にならべておいているのが現状です。これではどんどんたまって見苦しいです。
この宇治の研究所内に処理施設があればいいなと思っているしだいです。 
 
